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第一部 危機管理体制の基本方針  
 
１ 目的 

 この東京医科歯科大学医歯学研究支援センター（以下「センター」という。）

危機管理マニュアル（以下「マニュアル」という。）は，国立大学法人東京医科

歯科大学危機管理規則に基づき，センターの職員及び学生または利用者等に被害

が及ぶおそれがある様々な危機を未然に防止し，また，発生した場合に被害を最

小限にくい止めることを目的とする。 
 

２ 対象とする危機の範囲 
 

ア 自然災害 
・地震，風水害，その他自然現象による災害 
イ 重大事故 
・大規模な火災又は爆発事故で多数の死者又は行方不明者を伴うもの 
・危険物，毒劇物の流失事故 
・設備安全管理上の重大な事故 
・その他重大な人的被害又は物的被害が生じ，若しくは，生ずるおそれのある事故 
ウ 重大事件等 
・大規模な騒乱，テロ、その他人的被害又は物的被害が生じ，若しくは，生ずるお

それのある事件 
・不審者侵入，不審物等によって重大な人的被害が生じ，又は生じるおそれのある

もの 
エ 健康危機 
・致死率又は感染力が高い重篤な感染症の発生 
・毒劇物の混入，化学剤，生物剤による集団健康被害の発生 
・その他原因不明の健康被害の拡大等 

 
３ 危機管理の基本方針 
 

（１）各部門での危機管理体制を基盤に全センター的な体制を構築する。 
（２）対応の不十分な危機に対して必要な対策を講じる。 
（３）職員の危機意識を向上させるため，教育・訓練を実施する。 
（４）危機管理に関する活動状況や結果を点検・見直す仕組みを構築する。 
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第二部 危機管理の組織  
 
１ 危機管理のための組織体制 
 
（１）日常（平常時）：緊急対応の事前準備 
 （ア）センターにおける危機管理マニュアルの整備 

  1）センターは，安全管理作業部会を選定し、所掌事務等の規程や職務上の立場から

センターが管理すべきリスクを以下に従って明確にする。  
�リスク情報の収集とその分析を部門単位で適宜行う。  
�センターが抱えるリスクを抽出し，リスクを分類整理する。 

  2）各部門は，センターで管理すべきリスクに対して，予想される危機の大きさを評

価する。  
�危機の大きさの評価は，危機発生の可能性，職員等被害の影響の大きさ， ニ

ーズ・法的要求事項・大学の危機管理基本方針からの重要度などを考慮して

行う。  
�管理すべきリスクについて対策レベルの現状を把握する。 

  3）各部門は，対策を施すべき個別のリスクごとに，対応策を検討し，個別の危機に

対応するための個別マニュアルを策定する。  
�リスクごとの主な危機要因の抽出，効果的な対策の列挙，対策の現況の把握，

実施する対策の選定，対策の具体的内容と実施時期の決定などの手順により

計画的に進める。 
�緊急性や切迫性の高いものへ優先的な施策，費用対効果，実現可能性，新たな

危機要因の出現の回避，過去の事例が実証する効果的な対策の導入，関係機

関との連携などに留意して立案する。 
 （イ）緊急対応のための教育・訓練  

�当該危機の緊急対応のための教育・訓練は，各部門等担当部署が主幹となって

実施する。 
�教育・訓練の主要目的は，マニュアル等の周知，危機管理意識の涵養，緊急対

応に関する知識習得とする。 
 （ウ）緊急連絡網の整備 

 情報収集・連絡体制情報収集と連絡は，危機発生の際の緊急対応の要である

ため，各部門は情報の連絡網を人事異動などの際に必ず更新する。 
 
（２）有事（緊急時） 
 （ア）危機情報の連絡体制  
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�危機の発生時には，その発見者又は情報を入手した者 (以下「発見者」とい

う。) は，各部門担当者等に報告し，報告を受けた各部門担当者等は，直ち

にセンター長に連絡するなど適切な措置を講じる。  
 なお，緊急を要すると判断される場合は，発見者の判断で防災センター（内

線 1119 または 4710）へ通報し，支援を要請するものとする。  
�センター長は，警察署・消防署等の関係機関に通報が必要な場合は，自らの判

断で通報を行う。 
�危機が時間外に発生した場合，発見者は緊急連絡網  (資料 5)  に従い，迅速に

通報する。なお，連絡先の者が不在の場合には，下位の代理者へ直接連絡す

る。  
�部門の管理下において発生した危機の連絡は，当該部門のほかに，事務局へも

連絡する。  
�情報の共有化を図るために，初期対応部門の責任者は， センター長に適宜連

絡する。 
 （イ）危機情報連絡のポイント  

�覚知した内容は，第一報として速やかに伝達する。  
�危機情報は，「5W1H」を把握することとするが，一部不明な項目があっても

知り得た情報の範囲内で，取り急ぎ，第一報を行う。  
�覚知した内容が，緊急・異常事態に該当するかどうか判断に迷った場合，まず，

緊急・異常事態とみなし，対応する。  
�原則として危機情報の連絡は，「被害状況報告書」(資料 2)を使用する。  
� 5W1H：When いつ，Where どこで，Who だれが，What なにを， Why な

ぜ，How どのように 
 （ウ）参集体制  

�時間外に発生した場合は，センター長の判断で，必要に応じて担当部署の職員

を緊急招集する。 
�緊急連絡網で連絡を受けた職員は，速やかに東京医科歯科大学へ参集すること。  
�東京医科歯科大学の危機の発生をテレビ等により覚知した場合には，職員は緊

急連絡網による連絡を待たずに，速やかに参集すること。  
�暴風，豪雨，豪雪，地震，落雷，噴火，その他異常な自然現象による危機の場

合には，家族，家屋等の安全を確認した後，参集可能な場合は速やかに参集

し、不可能な場合は可能な範囲内で自宅待機とすること。 
 （エ）危機への初期対応  

�危機が発生した場合の初期対応は，以下のとおりとする。  
  a) センターにおける初期対応 
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   危機の発生した土地，建物及び工作物を管理する部門とする。  
  b) 事務局の初期対応  
  � 事務局内の初期対応は，研究・産学連携推進機構事務部が行う。その後

関連すると思われる部署との連携を図るものとする。  
�危機によっては，初期対応部署が混在するため，第一報を受けた初期対応部署

が初期対応を行う。その後，関連すると思われる初期対応部署との連携を図

るものとする。 
 
２ 危機管理のための組織体制図 
 

  時間外および時間内の緊急連絡網は、 
   資料５−１ 緊急連絡網（勤務時間外）   および 
   資料５−２ 緊急連絡網（勤務時間内） 
 のとおり。 

 
３ 危機管理のための訓練・研修・点検 
 
（１）危機管理訓練（防災・緊急連絡等）・研修 

センターは，職員及び学生等に対して災害及び防災に関する知識を啓発し，危機

意識の涵養を図るため，次の事項について，定期的に訓練及び研修を実施する。 
ア 災害及び防災に関する基礎知識 
イ 災害及び防災に対する職員及び学生の役割 
ウ 災害が発生した場合における具体的対策 
エ その他防災に関する必要な事項 

 
（２）装備・マニュアル等の点検 
 （ア）装備等の点検 

センターは，災害時に使用するため装備しておかなければならない物品，

および被害拡大防止のための装備等を定期的に点検・補充するものとする。 
 （イ）マニュアル等の点検 

センターは，センター危機管理マニュアル等を随時に点検・改正するもの

とする。 
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第三部 緊急時における対応の実際  
 
１ 疾患遺伝子部門 緊急時の措置  
 

1. 防火に対する安全指針 
2. 地震に対する安全指針 
 
 

1.  防火に対する安全指針  
 
1. 火災時の通報 
（１）勤務時間内（平日 8:30〜17:30） 

• 大声で「火事だ」と連呼して火災発生を周囲の人々へ知らせ、廊下に設置して

ある火災報知器の非常ボタンを押す（＝防災センターに連絡が入る）。 
• 火災の規模が大きくて消火不能と判断した場合には、まず 防災センター（内線 

4710）に通報し、その後に疾患遺伝子部門（勤務時間内連絡網）に電話連絡す

る。 
• 火災が小規模で初期消火で鎮火しそうな（した）場合は、疾患遺伝子部門（内

線 5795/5796/5797）に電話連絡し、火災の状況［規模・いつ・どこで・何が・

誰が・どうなった／どうなっている・どう処理した／どう処理したいか］を簡

潔に伝える。 
（２）勤務時間外（平日 17:30以降、土・日・祝日） 

• 大声で「火事だ」と連呼して火災発生を周囲の人々へ知らせ、廊下に設置して

ある火災報知器の非常ボタンを押す（＝防災センターに連絡が入る）。 
• 火災の規模が大きくて消化不能と判断した場合には、まず 防災センター（内線 

4710）に通報する。その後に疾患遺伝子部門（勤務時間外連絡網）に電話連絡

する。 
• 火災が小規模で初期消火で沈下そうな（した）場合は、防災センター（内線 

4710）に電話連絡し、火災の状況［規模・いつ・どこで・何が・誰が・どうな

った／どうなっている・どう処理した／どう処理したいか］を簡潔に伝える。 
 
2. 小規模の火災への対応 

    火災の規模が小さく初期消化で鎮火しそうな場合は、あわてずに消火作業に

あたる。しかし、消火不能と判断した場合には、迅速に避難する。避難が遅れる

とやけどだけではなく、酸欠・一酸化中毒・煤塵による呼吸障害等、重大な事故

に直結する。消火作業においては、発生原因や周囲の状況を正しく判断して、そ
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の手順や方法を間違わぬことが大切である。有機溶媒による火災発生の場合には、

火元の人はかなり慌てて焦っているので、一人で消化しようとすると衣服等への

類焼を引き起こす。冷静に事態を判断できる周囲の人に消火を任せる。 
（１）衣服等に火がついた場合には、周囲の者に消してもらう・広い場所で転がる、

などのやり方で消す。 
（２）有毒ガスの発生の恐れがある場合あるいは多量の煙が発生した場合には、迅速

に風上に避難して、防煙マスク等を着用する。 
（３）火災が拡大していない状況では、周囲の可燃物を取り除き、ガスの元栓を閉じ、

実験機器等の電源を切る。 
（４）消火にあたっては、消化器（各階の廊下に２、３個ずつ備えられている、油・

電気火災に有効）を用いる。 
（５）大量の可燃性や引火性の溶媒をこぼしたり、可燃性ガスが多量に噴出した場合

には、直ちに実験機器等の電源を切り、ガスバーナーなどの火を消し、窓を開放

する。 
 
３ 避難を必要とする場合の対応 
（１）火災規模が大きいときあるいは有毒ガスの発生が疑われる場合には、部屋の扉

を閉じ、迅速に屋外へ避難する。 
（２）避難に際しては、エレベーターは使用しない。 
（３）現場の責任者は、逃げ遅れた者がないかを確認するとともに、ガスの元栓・火

気源・危険物等の処理を可能な限り行う。必要であれば、防火シャッターを閉め

る。 
 
４ 日常の注意事項 
（１）消火設備（非常ボタンおよび消化器 ）の設置場所と使い方、非常時の避難経路

を心得ておく。 
（２）有機溶媒を頻繁に使用する実験車は、合成繊維や混紡の実験着や衣服を避ける

ことが望ましい。 
（３）火災発生時の避難路を確保するため、非常階段・廊下・防火壁前・消火栓設置

場所・ベランダ等には障害物を置かない。 
（４）研究室・実験室の装置・薬品棚・書庫等の配置は、事故発生時に安全に素早く

避難できるような配置にする。また、地震対策のための固定化対策も行う。 
（５）火気を使用する器具は故障のない者を使用し、使用中はその場からはなれない。

また、その周辺に可燃物を置かない。特に、ガスバーナーは不燃材の台の上で使

用し、壁からの距離を十分にとる。耐圧性ガス管を使用し、亀裂の恐れのある古
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いガス管は使わない（数年ごとに取り替えることが義務づけられている）。ガス

の使用後は、必ず元栓を閉じる。 
（６）可燃性溶媒は必要量を小出しにして使用する。特に、低沸点で、揮発性が高く、

引火性の強い溶媒の使用時には、火気の存在に注意する。大量の可燃性溶媒は、 
有機溶媒保管庫に保管・管理する。 

（７）電気のコード類は完全な者を使用し、傷や亀裂のあるコードは使用しない。ま

た、ガス管と交差させたり、接触させたりしない。配電盤および装置類に適合す

るヒューズを使用する。 
（８）細胞培養器・耐熱滅菌器・乾燥器（オーブン）・恒温水槽（インキュベータ

ー）・ドライブロック・マントルヒーター等は、漏電事故・感電事故が発生しな

いように定期的に点検する。大きな電気容量の装置類は、長時間の使用で、コー

ドが加熱し、断線やコードの劣化を引き起こす可能性が高いため定期的な点検が

必要である。また、熱を発生しないような電気器具類も漏電が発生しないよう適

正に取り扱う。 
（９）たこ足配線は行わない。特に、床面のたこ足配線はきわめて危険である（埃の

集積が激しく火災の直接的な要因となる）。また、常時、通電を必要とする細胞

培養器・恒温槽等の装置類は配電盤に直接に接続することがのぞましい。コンセ

ントを経由する場合は定期的に埃を取り除く。 
（１０）防火上の問題となるような設備、器具類の破損・故障は、迅速に火気取扱責

任者に申し出て、修理を求める。 
（１１）研究室・実験室を最後に退出する場合、配電盤の通電を必要としない回路の

スイッチを切り、プラグをコンセントから抜き、ガスの元栓を閉じていることを

確認後に施錠する。 
 
 

２.  地震に対する安全指針  
 
1. 地震が起きた時の対処 
（１）ガスバーナーを使用中であれば、安全措置をとる。 ガス栓を締める。 
（２）直ちにドアを開けて避難口を確保する。 
（３）周囲を見渡し、倒壊または落下物がなく部屋の出入り口に近い場所あるいは廊

下等の安全な場所に身を避ける。 
（４）火災が発生した場合は、本震が弱まったところで可能であれば消火活動を実施

する。 
（５）半壊したものがさらに倒壊する可能性があるので余震に十分注意する。階段あ

るいは屋外への出入り口は落下物があって危険な場合がある。 
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（６）エレベーターを使用しない。 
（７）各部屋に人が閉じ込められていないか確認し、状況に応じ、防災センター（内

線 4710）あるいは、疾患遺伝子部門（内線 5795/5796/5797）に通報し、救出

を要請する。 
 
２. 一般的な備え 

   保管の不備により災害の原因となりうる物品については、日常の点検を怠らな

い。装置、高圧ボンベ、薬品、棚などの配置を考慮し、地震、火災など災害が発

生した場合でも、それらの倒壊、転落、出火などにより避難路が断たれないよう

にしておく。また、火災のどの二次災害を防止するための注意を怠らない。地震

の際には、救援、消防活動も制限されるので、特に留意する。 
 

３. 薬品の管理 
（１）一般的注意 

• 瓶は常に密栓しておく。 
• 棚上に多段に積まない。 
• 混合することにより発火、爆発あるいは有毒ガスの発生する恐れのある薬品は

離れたところに別々に保管する。 
• 個体と液体は別々の場所に保管することが望ましい。 

（２）保管庫（棚） 
• アンカーボルトによりコンクリート壁に固定するか、横板がある場合は丈夫な

ねじで固定することを推奨する。 
• 二段重ねの者は、上下の連結を確実にする。 
• 観音開き戸あるいは引き戸は閉め具か鍵が必要であり、扉は常に閉めておく。 
• 扉のない棚には、プラスチック版、ひも、針金等で落下防止棚を作る。 
• 棚上には試薬瓶等を隙間なく配置するか、空缶や空き箱に整理して棚に置く。 

（３）実験台上の試薬棚 
• 背の高低にかかわらず実験台に確実に固定する。 
• 落下防止棚を設置する。 
• 頻繁に使用する試薬以外は、なるべく置かないように心がける。特に禁水性化

合物（アルカリ金属等、酸化剤および有毒物質、ドラフト内で使用する危険薬

品を置かない。 
（４）第三類危険物（禁水性化合物） 

• 大量の第三類危険物は 安全な金属製保管庫に一括して保管する。 無理である場

合、 
��容器が瓶のものは、安全のためさらに缶やプラスチック容器の中に保管。 
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��不安定な容器は丈夫な木箱等に隙間なく入れる。 
（５）酸化剤（酸化クロム、過塩素酸など）および有毒物質（シアン化合物など） 

• 禁水性化合物に準じた配慮を払い、落下や破損をしないようにする。 
（６）ドラフト内に保管している危険薬品 

• 地震の際には停電が予想されるため、禁水性化合物に準じた保管が必要である。 
（７）第四類危険物（可燃性溶剤） 

• 研究室内に貯蔵する可燃性溶剤は必要最小限とし、それ以外は薬品庫に貯蔵す

る。 
• 研究室内に貯蔵する少量の溶媒は、以下の各項に従い保管する。 

��実験台に置く溶媒の量は必要最小限とし、前記「実験台上の試薬棚」の

事項を守る。 
��使用中の溶媒容器の蓋はこまめに閉める。 
��比較的大量の溶媒は、エーテル缶のような金属製容器に入れる。ガラス

製の容器の場合は、ガムテープを巻くなど胴巻きの工夫で補強を施した

よう気に入れ、火気の心配のない場所に保管する。 
４. 高圧ガスボンベ類の管理 
 直立または横倒し法のどちらかで固定する。固定は二重に行い、鍵をかける。 
 
５. デシケーターの管理 
（１）実験台に置いたデシケーターが落下すると、ガラス片が飛散して危険である。

また減圧したデシケーターの破裂音は周囲の人の恐怖心をあおる。実験台に置く

場合は、固定するか、 1mm 程度の薄いゴム板上でデシケーター本体のまわりを

ガムテープで巻き、破損した時のガラス片の飛散を防ぐ。または、プラスチック

製のデシケーターを使用する。 
（２）実験室の特定の場所に集中管理することを推奨する。 
 
６ 機器、実験装置の設置方法 
（１）壁面に固定する。 
（２） 滑り止めのゴム板を敷く。 
（３）ストッパーのあるキャスター付きの丈夫な台車の上にのせる。
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２ アイソトープ部門 緊急時の措置  
 
 Ⅰ．緊急時の措置 
 Ⅱ．時間外利用の心得 

 
 

Ⅰ．緊急時の措置  
 
 放射線業務従事者及び管理室員が、ＲＩ施設内で異常または緊急事態に遭遇した場

合は、本学の内規（放射線障害予防規程）に従うとともに、具体的にはその内容によ

り次に記すような措置を取ること。 
 

１．応急の措置の原則  
（１）安全の保持 
  人命及び身体の安全を第一に考え、物への配慮は第二とする。 
（２）通報 

  付近にいる者、管理室員及び放射線障害防止に関わる関係者（放射線取扱主

任者、センター長等）に通報する。 
（３）初期対応 

  応急の措置を行う者の安全が確保できる範囲で、汚染・被曝の拡大の防止、

初期消火、延焼の防止に努める。 
（４）過大評価 

  事故の危険性については過大に評価することがあっても、過小に評価するこ

とのないようにする。 
 

２．異常、緊急時の種類  

（１）管理区域内または近隣の場所での火災の発生 
（２）大きな地震が起きたとき（震度 4 以上）※ 
（３）ＲＩの盗取、所在不明が判明したとき 
（４）ＲＩ等の運搬時の事故（事業所内、事業所外） 
（５）異常な被ばくがあったときまたは恐れがあったとき 
（６）身体及び施設の汚染事故 

 
※  震度 4 以上の地震が発生した場合、直ちに施設・設備点検を行い、緊急時の

連絡体制により連絡する。 
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３．異常、緊急時における措置の実際  
  ３−１ 管理区域内または近接の場所での火災の発生 

（１）通報のしかたと通報先 
 作業中に火災となった場合、または火災を発見した場合は、他の者に大声で

火災を知らせるとともに、次の者にも知らせる。 
  放射線取扱主任者 
  管理室員 
  所属ＲＩ使用責任者 
  防災センター 

（２）通報の内容 
  場所（名称、階層、構造等）、燃焼物と核種 
  放射線被ばくの発生の有無等 

（３）初期消火の実施 
 消火器等による消火または放水による消火を行う。このとき放水は最小限と

する。また、実験用フード内の火災の場合はダンパーを閉め、換気を止める。

衣服に火がついた場合は床に転がることも一つの方法である。 
（初期消火ができる限界は、消火器等では、天井に火が入るまで、屋内消火栓

による注水消火は、フラッシュオーバー（室全体に炎が広がる現象）が起こる

までが一応の目安） 
（４）消火隊への助言 

 消火隊の進入路、消火栓の位置、被ばくと汚染の危険度、救助を要する人員

数の報告等 
（５）消火隊への機器の提供 

 サーベイメーター、除染器具等 
（６）危険物の取り片付けと協力 

 危険薬品、大量のＲＩはできるだけ火源から遠ざける。このとき移した場所

には、標識と見張人を置く。 
（７）施設設備の休止 

 ガスの元栓を閉じる。電源を切る。換気装置の電源を切る。防火扉を閉じる。 
 

（以上（１）〜（７）の処置をした者は、消火の指揮者（主任者を含む）に連

絡する。） 
 
  ３−２ 救出 

（１）火災現場に逃げ遅れた者が居ることが判明した場合には、複数の人間でロ

ープ、警笛、懐中電灯、呼吸保護具等を携帯し立ち入る。 
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（２）退路を常に考え、火や煙に巻かれないように配慮する。また必要によって

は、放射線線量率も測定する。 
（３）なお救出のとき、怪我やＲＩ汚染、被ばくをさせないよう注意する。 

 
  ３−３ 地震 

（１）地震が発生したら 
①�作業の中止 

 管理区域内で作業中大規模な地震が発生したら、直ちに作業を中止し、火気、

電源を止める。 
②�被害拡大の防止 

 ＲＩは、容器に戻して安全な場所に移動するとともに、毒性の強い危険物あ

るいは引火性物質についても安全な場所に移す。 
③�出火したら 

 出火した場合は、初期消火が大変重要となるので初期消火に努め、初期消火

に失敗したら延焼防止のため防火戸を閉鎖する。 
 
○通報・・・  地震による事故及び事故が発生する恐れがあること

を確認した者は、直ちに放射線取扱主任者または所属

ＲＩ使用責任者、管理室員、防災センターに連絡する。 
○通報の内容・・・  火災発生の有無、場所、燃焼物と核種、ＲＩ汚染発

生の有無、転倒物、落下物の有無、通路の状況等。 
（２）警戒宣言が発令されたら 

 直ちに作業を中止し、火気を止めるとともに、ＲＩ、薬品は所定の場所に格

納する。またボンベ等は固定して移動しないようにする。 
 

３−４ RI の盗取、所在不明が起こったら 
（１）使用中のＲＩが紛失または所在が不明になった場合 

 直ちに放射線取扱主任者または管理室員に連絡するとともに、使用場所及び

廃棄物集積所等を放射線測定器を使用して測定し、線源の有無を調べる。この

場合、3H、14C は測定無用。 
（２）共同研究等でＲＩを運搬中に紛失した場合 

 直ちに放射線取扱主任者または管理室員に連絡するとともに、輸送経路にそ

って、ＲＩの発見に努める。また、紛失したことの通報を受けた主任者または

管理室員は、センター長に連絡するとともに、事務局を通じて、警察に通報す

る。 
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  ３−５ 異常被ばくまたは被ばくの恐れのあるときは 
   被ばくの恐れがある事例が発生した場合は、次の事項の措置及び判断を行う。 

（１）身体的影響を受ける恐れがあるかの確認 
    ○確定的影響 
    ○確率的影響 

（２）身体表面あるいは体内のＲＩ汚染の有無 
（３）被ばく線量はどのくらいかの評価 
（４）周囲の者に異常の発生を知らせるとともに、退避を同室者にうながす。 
（５）部屋の扉を閉じて人が立ち入らないような措置を行うとともに、室外の場

合はロープ等で立入禁止区域を設定し、そこには立入禁止等、必要事項の

掲示を行う。 
（６）該当者または付近にいる者は、放射線取扱主任者等の指示に従って異常被

ばくの原因を取り除く作業に協力する。 
（７）放射線取扱主任者または管理室員は線量計（クイクセルバッジの場合は緊

急測定を行う）による被ばく線量の確認を行う。 
（８）被ばく線量の推定ができた後は、健康診断の実施の有無を判断する。 
（９）線量の評価は過大評価しても過小評価してはならない。 

 
  ３−６汚染事故 
   汚染事故は、誤操作、機械の故障、容器の破損等により発生する。また、本事

故は表面汚染、空気汚染、皮膚汚染、内部被ばく等の発生の原因となり、空気汚

染は管理区域外へのＲＩの漏洩を引き起こすので、汚染が発見されたら速やかな

対応が必要である。 
 ○措置の例 

① 発見者は直ちにその区域から立入者全員を退出させ、負傷者、汚染者の

有無の確認を行うとともに、放射線取扱主任者または管理室員に連絡す

る。 
② 汚染者がいる場合は直ちに身体の除染に努める。 
③ 空気汚染では、防護マスク、防護衣、空気呼吸器具等をつけて現場の調

査を行うとともに、換気装置の運転の停止を行う。 
④ 調査結果を基に汚染事故が発生したと判断される場合は、汚染の拡大防

止のための応急対策を立てる。 
⑤ 現場の状況が一応沈静化したら汚染の除去に着手する。 

 
 ［各事例に対する措置］ 

（１）身体表面汚染 
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① 体内摂取を防ぐことに努めるとともに、汚染箇所の拡大防止にも努める。 
② 核種、汚染量、汚染の箇所の決定を行うとともに、皮膚を傷つけないよ

う注意して、流水、中性洗剤、チタンペースト等を順次使用して、除染の

程度を確認しながら洗浄する。 
③ 傷を伴う汚染はＲＩを体内に取り込まないよう、できるだけ早く処置を

する（受傷後数分以内に）。除染にあたっては、傷口を広げて大量の流水

とともに血を絞り出す。その後、手当てする（汚染の有無が明らかでなく

てもＲＩ取扱中に傷を負ったら血を絞り出しながら洗浄）。 
 
（２）空気汚染及び汚染が予想される場合の措置 
  火災、換気装置の故障、操作ミス等により起こる。 

① 直ちに現場及び近くにいる者に知らせ、作業の一時中止と退避等の処置

をとる。 
② 空気中の放射性物質の濃度を評価するとともに、状況が判明するまで当

該区域への立入を禁止する。 
③ 放射線取扱主任者または管理室員に連絡し、処置の指示を仰ぐ。 
④ 当該者または管理室員は原因の除去、封じ込めなど正常な状態に復帰さ

せるための処置を行う。 
⑤ 当該汚染区域に立ち入る者は、防護マスク等を着用する。 
⑥ 体内汚染の有無、程度を確認するため、必要により体内被ばくの検査を

該当者に行う。 
⑦ 当該者または管理室員は表示、縄張り等を行い、当該区域への立入を制

限して、体内被ばく者の再発防止に努める。 
 
（３）表面汚染（床汚染を含む） 

① 法令で示す表面汚染濃度限界値（β、γ線放出核種 40 Bq/cm2）以下で、

汚染が広範囲に及ぶとき、または予想されない場所で汚染が発生したとき 
 (a) 発見者または管理室員は汚染の原因を徹底調査するとともに、汚染レベ

ルの増加や拡大の可能性と汚染の範囲等を把握して、放射線取扱主任者

または管理室員に連絡し、処置の指示を仰ぐ。 
 (b) 発見者は汚染核種、汚染の範囲等から、除染の必要性について放射線取

扱主任者または管理室員と相談し、適切な処置をする。 
② 法令で示す表面汚染濃度限界値を超える汚染 

 (a) 当該者または発見者は汚染の原因、汚染核種と性状、汚染の拡大の可能

性と汚染の範囲等を把握して、放射線取扱主任者または管理室員に連絡

し、処置の指示を仰ぐ。 
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 (b) 汚染の状況に応じて、汚染が除去されるまで当該区域への立入を一時制

限するとともに、管理室員は汚染の存在を掲示する。 
 (c) 汚染を引き起こした者は、管理室員の指示のもとに汚染源及び汚染を除

去する。この場合、汚染を拡大しないよう範囲を限定し、また水、洗剤

で拭き取るような方法で除染を行う。 
 (d) 除染作業を行った後はサーベイメーター等で測定し、汚染の有無を確認

する。 
 (e) 当該汚染を直ちに除去すること、及び除染が困難な場合は、プラスチ

ックシート等によりその部分を覆い、汚染の拡大を防止する。 
③ 広い範囲にわたって法令で示す表面汚染濃度限界値を超える場合 

 (a) 施設の使用を一時停止し、放射線取扱主任者または管理室員の指示を仰

ぐ。 
 (b) 空気汚染モニタリングの必要性を判断する。 
 (c) 必要により作業者の身体、衣服、体内被ばくの恐れがあるかの判断を行

い、必要な処置を取る。 
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Ⅱ．時間外利用の心得 

 
1．時間外利用にあたっての遵守事項  

 
（１）管理区域内では専用の作業衣、履物、個人線量計（クイクセルバッジ等）

を着用のこと。 
 
（２）管理区域内では、飲食、喫煙等、内部被ばくの原因になる行為は絶対に行

わないこと。 
 
（３）管理区域内で発生した廃棄物は放射性廃棄物と非放射性廃棄物に区別して

廃棄し、特に放射性廃棄物は、決められた区分に分けて、所定の容器に廃

棄のこと。 
 
（４）管理区域内での時間外の電源（照明、装置等の使用）、ガス、水道は使用

者が入れることとし、使用後は必ず本人が切ること。なお、電源等を切る

時、他に人が居る場合はその人に申し送りして、切ってもらうよう徹底す

ること。 
 
（５）管理区域退出時に物品を持ち出す場合は、必ず物品検査モニター等で汚染

の有無の確認を行なうこと。 
 
（６）管理区域内でＲＩを取扱う作業を行った場合は、作業終了後、作業台、床

等は必ず汚染の有無の検査を行うこと。なお、汚染検査は 3H、14C 等の低

エネルギーベータ線放出核種は拭き取り法（スミア法）で、32P、125I 等

はサーベイメーターで直接測定する。 
 
（７）時間外の管理区域への立入は従事者のみとし、やむを得ず従事者以外を立

ち入らせる必要のある場合は事前に管理室員に連絡を取ること。 
 
（８）管理区域内でＲＩを使用した場合は、所定の記録をコンピューターで入力

記録することとなっているが、この記録の入力は、当日の午後 11 時 55 分

までに行うこと。 
注：やむを得ない事情で時間内に入力できない場合には、入力しないで所定の

用紙（コンピューター下のボックスに用意）に必要事項を記入の上、回収箱に

入れる。 
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２．時間外利用中に発生するトラブル等とその対処方法  
 
（１）ＲＩ線源、実験中のＲＩ試料の保管方法と遮蔽の仕方 

 実験中のＲＩ試料は、ＲＩ使用中であること、及び実験者氏名、所属を明

示し、遮蔽が必要な場合は遮蔽を行うか、または遮蔽が困難な場合は近くに

人が立ち入らないよう区画を設けること。 
 
（２）指紋照合トラブル等でドアの開閉が不能になり、出られなくなった場合 

 管理区域出口の自動ドアサイドに付いている非常スイッチを押して退出し、

管理室に連絡する。 
 
（３）ハンドフットクロスモニターで汚染警報が出て、ドアが開かない場合 

 この場合は、汚染箇所により次の措置を行い再度測定する。 
①手の汚染 

 汚染箇所をチタンペースト、アイソトープクリーナー等をつけたハ

ンドブラシで再度洗浄する。 
②スリッパ(足)の汚染 

 スリッパを履き替える。この場合、汚染スリッパはポリ袋に入れて汚

染シールを貼り、所定の場所に置く。 
③衣服の汚染 

 白衣の場合は、脱いでポリ袋に入れ、所有者名、汚染核種、連絡先を

記入して所定の容器に入れる。また、着衣の場合は、汚染箇所を部分洗

浄した後再測定する。 
 
（４）ＲＩ取扱作業中、実験台、床等を汚染させた場合、または作業終了後の汚

染チェックで汚染が発見された場合 
 汚染の範囲を測定により確認して、その範囲をチョーク、マジック等で明

示する。そして、その範囲を広げないよう注意しながら少量の水と洗剤、ブ

ラシ等で除染する。洗浄液はペーパータオル等で拭き取り再度測定する。 
 汚染がなお残っている場合は、この作業をもう一度繰返し、それでも除染

できない場合は、その箇所をポリエチレンろ紙、ガムテープ等で覆っておく。

汚染が生じた場合は、場所、その措置等を後日管理室に報告する。（この他

の詳細については汚染事故の項を参照） 
 
（５）ＲＩ使用廃棄記録記載用コンピューターのトラブル 

 ＲＩ使用廃棄記録を記載するため、コンピューター入力中、入力ミスまた

はコンピュータートラブルにより入力が不能になった場合は、無理に入力を
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試みるのではなく、コンピューター操作を中止して、使用の内容を所定の報

告用紙に記入して、回収箱にその用紙を入れる。 
 
（６）指紋照合トラブル等により施設内に入室できない場合 

 管理室員に連絡し対応する。時間外の施設の利用は一時中止となる場合が

ある。 
 
（７）その他のトラブル 

 測定器、遠心器等、設備機器が使用中に故障した場合は、電源を切り使用

を中止する。なお、試料の回収等で機器を分解する必要のある場合は事前に

管理室員と連絡を取り、その指示に従うこと。 
 

※ 不明な点は使用責任者または下記管理室職員に連絡を取り、その指示に

従うこと。 
 

管理室職員 
放射線取扱主任者 原 正幸  TEL xxx-xxxx-xxxx 

管 理 室 員 横田 平次 TEL xxx-xxxx-xxxx 
 〃   能登 昭雄 TEL xxx-xxxx-xxxx 
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３ 機器分析部門 緊急時の措置  
 
 
 
 
 
機器分析部門の管理室員および施設利用者が施設内で異常または緊急時に遭遇した

場合は、次に記すような措置を取ること。 
 
 
１．機器分析部門の特徴 
 
（1）質量分析装置、電子顕微鏡等の大型機器が設置されている。 
（2）核燃料物質の計量管理区域（KL−Ｉ）であり、核燃料物質保管庫が設置される。 
（3）化学物質（劇毒物等）保管庫が設置される。 
（4）学内外の研究者が、時間内および時間外に使用する共同利用施設である。 
 
 
２．緊急時の措置の原則 
 
（1）管理室員および施設利用者に被害が及ぶ恐れのある様々な危機を未然に防止する。 
（2）危機が発生した場合に管理室員および施設利用者への被害を最小限にする。 
 
 
３．機器分析部門の危機の種類 
 
（1）管理区域内または近隣の場所での火災の発生 
（2）大きな地震が起きたとき（震度 4 以上） 
（3）核燃料物質及び化学薬品（劇毒物）の盗取、所在不明が判明したとき 
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（1）火災対策  
 
（１）−１ 火災の発生 
 
① 作業中に火災となった場合または火災を発見した場合は、他の者に大声で火災を知

らせるとともに、廊下に設置してある火災報知器の非常ボタンを押す（＝防災セン

ターに連絡が入る）。 
 
② 火災が小規模で初期消火で鎮火しそうな（した）場合は、機器分析部門の管理室員、

防災センターに通報する。（緊急連絡網、資料5） 
 
③ 通報の内容 

場所（名称、階層、構造等）、燃焼の状況（規模・いつ・どこで・何が・誰が・ど

うなった／どうなっている・どう処理した／どう処理したいか）を簡潔に伝える。 
 
④ 初期消火の実施 

消火器等による消火または放水による消火を行う。このとき放水は最小限とする。

また、実験用フード内の火災の場合はダンパーを閉め、換気を止める。衣服に火が

ついた場合は床に転がることも一つの方法である。 
 

（初期消火ができる限界は、消火器等では、天井に火が入るまで、屋内消火栓によ

る注水消火は、フラッシュオーバー（室全体に炎が広がる現象）が起こるまでが一

応の目安） 
 
⑤ 消火隊への助言 

消火隊の進入路、消火栓の位置、救助を要する人員数の報告等 
 
⑥ 施設設備の休止 

ガスの元栓を閉じる。電源を切る。換気装置の電源を切る。防火扉を閉じる。 
 
⑦ 退路を考え火や煙に巻かれないように配慮する。避難に際しては、エレベーターを

使用しない。（避難路、資料６） 
 
⑧ 救出 

火災現場に逃げ遅れた者が居ることが判明した場合には、複数の人間でロープ、警

笛、懐中電灯、呼吸保護具等を携帯し立ち入る。 
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（１）−２ 日常の火災対策 

 
① 消火設備（非常ボタンおよび消火器 ）の設置場所と使い方、非常時の避難経路を心

得ておく。 
 
② 火災発生時の避難路を確保するため、非常階段・廊下・防火壁前・消火栓設置場

所・ベランダ等には障害物を置かない。 
 
③ 可燃性溶媒は必要量を小出しにして使用する。大量の可燃性溶媒は、 有機溶媒保管

庫に保管・管理する。 
 
④ 電気のコード類は完全なものを使用し、傷や亀裂のあるコードは使用しない。たこ

足配線は行わない。配電盤および装置類に適合するヒューズを使用する。 
 
⑤ 大きな電気容量の装置は、長時間の使用で、コードが加熱し、断線やコードの劣化

を引き起こす可能性が高いため定期的な点検を行う。 
 
⑥ 実験室を最後に退出する場合、配電盤の通電を必要としない回路のスイッチを切り、

プラグをコンセントから抜き、施錠する。 
 
 
 
 

（２）地震対策  
 
（２）−１ 地震の発生 
 
① 機器分析部門の管理区域内で、作業中大規模な地震が発生したら、直ちに作業を中

止し、火気、電源を止める。毒性の強い危険物あるいは引火性物質については安全

な場所に移す。 
 
② 直ちにドアを開けて避難口を確保する（避難路、資料６）。 
 
③ 火災が発生した場合は、初期消火に努め、初期消火に失敗したら延焼防止のため防

火戸を閉鎖する。 
 
④ 通報・・・ 地震による事故及び事故が発生する恐れがあることを確認した者は直ち

に使用責任者、管理室員、防災センターに連絡する。（緊急連絡網、資料5） 
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⑤ 通報の内容・・・ 火災発生の有無、場所、転倒物、落下物の有無、通路の状況等 
 
⑥ 警戒宣言が発令されたら直ちに作業を中止し、火気を止めるとともに薬品は所定の

場所に格納する。またボンベ等は固定して移動しないようにする。 
 
 
 
（２）−２ 日常の地震対策 
 
① 大型機器は床や壁に固定し、転倒防止措置を行う。 

 
② 核燃料物質保管庫および化学物質（劇毒物等）保管庫は床や壁にボルトで固定し、

保管物が滑り落ちないように設置する。 
 

③ 化学薬品や有機溶媒等の容器は専用のキャビネットに保管し、薬品が滑り落ちたり、

零れたりしないように収納する。 
 
④ 圧縮ガス容器を頑丈なラックにチェーンで固定し、転倒防止措置を行う。 

 
⑤ キャビネットの引き出しには錠または止め金を付けて、地震時に開かないようにす

る。 
 
 
 
 
 

（３）盗取、事故対策  
 

（３）−１ 核燃料物質及び化学薬品（劇毒物）の盗取、所在不明が判明したとき 
 

① 緊急連絡する（緊急連絡網、資料 5）。 
 

・核燃料物質が盗取された場合：学長およびセンター長に連絡するとともに、事務局

を通じて文部科学省 研究開発局 開発企画課 核不拡散・保障措置室に通報する。 
 

文部科学省 研究開発局 開発企画課 核不拡散・保障措置室 
TEL：03−6734−4029（直通） 

            03−5253−4111（代表） 
FAX：03−6734−4032 
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･化学薬品（劇毒物等）が盗取された場合：センター長に連絡するとともに、事務局を

通じて警察に通報する。 
 
         本富士警察署 

TEL：03−3818-0110 
 
 
 
（３）−２ 日常の盗取、事故対策 

 
① 核燃料物質及び化学薬品（劇毒物等）保管庫の施錠を定期的に確認するとともに、

保管庫内の核燃料物質及び化学薬品（劇毒物等）の保管量を定期的に確認する 
 （1ヶ月に1度）。 
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資料１ 

リスク別対応方法  
 
 

 医歯学研究支援センター の各部門には様々なリスクがあり，リスクごとに対応方法

が異なる。危機発生時の具体的な対応については，各部門による緊急時の措置（資料

７）によるものとする。 
 
１ 自然災害 

（１）地震・風水害 
（ア）災害防止対策 

リスク状況の把握，危機対策本部の編成，防災訓練，防災資材機材の準

備，建物・機械装置の安全対策 
（イ）地震・風水害発生時の対策 

危機対策本部の設置，情報収集及び職員・学生への連絡，安否確認方法

の確立，巡回・点検，火災への対応，非常用食料，救護用機材等の確保 
（２）落雷・停電 

（ア）外部避雷対策避雷針の設置，絶縁電線による引き下げ導線を施設 
（イ）内部避雷対策保護装置の設置，自家発電システムの導入 

 
２ 重大事故 

（１）火災・爆発 
（ア）出火防止対策 

喫煙管理，電気設備・ガス設備の管理，整理・清掃，危険物の管理 
（イ）消火対策 

火災の早期発見，機械装置の緊急停止，消火設備の位置表示，消火設備

の定期点検，消火訓練の実施 
（ウ）防火管理対策 

建物構造・レイアウトの見直し，防火区画の整備 
（２）危険物・毒劇物の大量流出事故及び毒劇物の混入、化学剤、生物剤による集

団被害 
（ア）防止対策 

堅牢な倉庫に保管，適正な取扱の徹底，警備巡回体制の充実 
（イ）事故発生時の対策 

危機対策本部の設置，避難等により安全の確保，情報収集，職員・学生

の安否確認，職員・学生への連絡， 
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（ウ）事後対策 
原因の究明と再発防止策の検討 

 
３ 重大事件等 

（１）不審者の侵入 
（ア）不審者の侵入対策 

侵入可能場所の調査，避難経路の決定，警備体制・連絡体制の確認と見

直し 
（イ）不審者確認 

声をかけて用件の確認，不自然な場所への立ち入りをしていないか確認，

不自然な行動を行っていないか確認，凶器等不審物を所持していないか確認，

暴力的態度をしていないか確認 
（ウ）不審者対応 

110 番通報，学生・生徒へ避難指示，避難状況の確認 
（２）大規模な騒乱，テロ等で人的被害又は物的被害が生じ，若しくは，生ずるお

それのある事件 
（ア）事件発生時の対策 

危機対策本部の設置，情報収集，避難等により安全の確保，職員・学生

の安否確認 
 
４ 財物リスク／情報セキュリティ 

（１）盗難 
（ア）防犯設備の強化 

建物内への侵入の防止，毒物・劇物の施錠可能なスチール棚への保管，

機械警備システムの導入 
（イ）防犯体制の構築 

防犯体制の確立，防犯責任者の選任，職員・学生への防犯指導，鍵の管

理，地域・職域における防犯活動 
（２） 情報セキュリティ 

（ア）防犯設備の強化 
建物内への侵入の防止 、ネット警備システムの導入 

（イ）防犯体制の構築 
防犯体制の確立，防犯責任者の選任，職員・学生への防犯指導 
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 被害状況報告書 第（  ）報 
（平成  年  月  日  時  分現在） 

危機管理委員長 殿（危機管理対策本部長） 
 
部局等名： 
報告者氏名： 
連絡先   

1 事故等の種類    地震・火災・風水害・盗難・破損・犯罪・事故災害 
  
2 事故等発生日時 平成  年  月  日（  ）  時  分頃 
 
3 事故等発生場所 
 
4 人的被害の有無  

教職員・有（  ）人 ・無 ・確認中 
学 生・有（  ）人 ・無 ・確認中  
その他・有（  ）人 ・無 ・確認中  
 

5 物的被害の有無     有・無・確認中 
 
6 事故等の内容 
 
 
 
 
 
7 事故等の原因 
 
 
 
 
 
8 その他 

（注）緊急の場合、まずは電話連絡ください。 

資料 2 
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資料 3 

時間外緊急時連絡先一覧（学内）  

 

対象部局 管轄門衛所等 電話番号 

医歯学支援研究センター 

防災センター（３号館） 
防災センター（医科Ａ棟） 

内線 4710 
内線 1119 

センター長（中村 正孝）� xxx-xxxx-xxxx 

 疾患遺伝子部門 
 

勤務時間内 

教授室 
教官室 
准教授室 

内線 5795 
内線 5796 
内線 5797 

勤務時間外 

教授（中村 正孝） 
講師（船戸 紀子） 
助教（水口 真理子） 
研究機関研究員（由田 真奈美）�

xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 

アイソトープ部門 
 

勤務時間内 
RI管理室 
准教授室 

内線 5788 
内線 5790 

勤務時間外 

准教授（原 正幸） 
管理室員（横田 平次） 
管理室員（能登 昭雄）�

xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 

機器分析部門 

勤務時間内 
准教授（笠間  健嗣） 
助教（市野瀬 志津子) 

内線  5794 
内線  5792 

勤務時間外 
准教授（笠間  健嗣） 
助教（市野瀬 志津子） 

xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 

研究・産学連携推進機

構事務部  
 

勤務時間内 

事務長（坂入 幸雄） 
事務長補佐（渡邉 剛志） 
研究協力掛長（荒川 徹） 

内線 5902 
内線 5779 
内線 5776 

勤務時間外 

事務長（坂入 幸雄） 
事務長補佐（渡邉 剛志） 
研究協力掛長（荒川 徹）�

xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 
xxx-xxxx-xxxx 

保健管理センター 勤務時間内 ５号館  ２階� 内線 5081 
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資料 4 

 

緊急時連絡先（学外機関及び館内） 

（１）急報 
 

（２）災害用伝言ダイヤル 

災害が発生し、電話がつながりにくい

状況になった場合、安否確認の伝言を

録音できるサービス 
（局番なし）171 

 

 
学外機関 
 警 察（本富士警察署）   03-3818-0110  
 消 防（本郷消防署）   03-3815-0119 
 
 館内放送 

 ８号館南   70 
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資料 ６−１ 
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     避難路および消火器等の設置場所（アイソトープ部門地下２階、地下１階、１階） 
� � � � � �：避難路   ※：消火栓・報知器   ★：消火器・報知器   ＊：消火器 

資料 ６−２ 
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     避難路および消火器等の設置場所（アイソトープ部門２階、３階、４階） 
� � � � � �：避難路   ※：消火栓・報知器   ★：消火器・報知器   ＊：消火器 
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     避難路および消火器等の設置場所（アイソトープ部門５階、６階、７階） 
� � � � � �：避難路   ※：消火栓・報知器   ★：消火器・報知器   ＊：消火器
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参考資料 

 
研究試薬および装置に対する安全指針 

 
— 「金沢大学医薬保健学域薬学系 危機管理マニュアル」 より抜粋 
 

• 一般的注意事項 
• 化学薬品類の安全な取扱 
• ガスの取扱における安全指針 
• 生物系分野の研究における安全指針 （危険度の高い装置類の取扱い） 
• 生物災害防止のための安全指針  
• 救急処置 
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